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　令和5年9月15日、米
子市文化ホールにおい
て、第49期鳥取県西部
中小企業青年中央会9
月例会が執り行われま
した。今回の例会は、セ
ミオープン例会として開
催され、会員企業の方や他の青年経済団体の会員の方にも参加いただき、総
勢約100名の参加で例会が開催されました。冒頭、中村友紀会長より、日ご
ろの中央会活動へのご理解と感謝の言葉があり、また、50周年企画委員会
の安藤委員長が中央会活動について映像で紹介されました。
　9月例会は、講師に株式会社デジタルレシピの取締役CTOの古川渉一氏を

お招きし、「AI革命と中小企業のビジネ
スの未来」というテーマでご講演いた
だき、その後のパネルディスカッション
でより理解を深めました。ChatGPTが
なぜ盛り上がっているか、AIとどのよう
に向き合っていくか、中小企業のビジ
ネスをどう変えていくかなど非常にわかりやすく説明していただきました。
また、講演の後にパネルディスカッションでも多くの会員がAIについて難し
く考えていたのですが、実際にはすでに生活の多くの機能の一部にAI技術
が組み込まれていて、無意識に使っているのだと思いました。ビジネスにおい
ても、AI技術で任せることができることはうまく活用していくことが発展に
つながると感じました。

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん
　49期は各委員会より1名づつ会員拡大担当を選出し
ていただき進めております。第一回会員拡大会議は、中
村会長、山内専務理事にもお越し頂き、過去に取り組
んだことのないポイント制や中村会長が非常に重要視
しておられるオープン例会の在り方など、今期の進め方
や今後の当会の継続、発展に会員拡大が必要不可欠で

あることを再認識する活発な議論となりました。今期は委員会の垣根を
超えてスプレッドシートで進捗状況を共有し、訪問先や訪問日などをよ
り分かりやすくし会員同士が声を掛け合い能動的に活動しています。
OB会員の皆様、地域の企業の皆様、ご家族の方々のご理解ご協力あっ
ての会員拡大だと感じております。引き続きよろしくお願い致します。

　第48期4月入会、大樹生命の長津陽兵と申します。
今年の4月、妻の出産を控えた中での入会となり、委
員会やイベント事等参加できないことも多く、皆様に
はご迷惑をかけてしまいました。そんな中、皆様のご
協力のおかげもあり、3500g超の元気な長女が誕生
しました。

　また突然の報告となりますが、異動のため半年での退会となること
になり、またもやご迷惑をお掛けしてしまいますが、西部青年中央会の
益々のご発展・ご活躍を微力ながら祈念しております。
　私の後任者も入会予定ですので、弊社、後任者とも変わらぬご愛顧
を賜りますよう是非とも宜しくお願いいたします！

　９月中旬までは真夏日の日数を全国で更新するほど暑すぎる
夏で、今記事を書いている９月末でようやく涼しくなってきた
なと感じます。暑い夏は終わろうとしていますが、当会50周年事
業に向けて熱い期にしていきたいと思います。

（総務委員会：鈴木）

編集後記

9月役員会報告

 〈 コメント 〉  この度入会させていただきました大谷健太と申します。
　仕事は不動産営業をしております。
　中央会での活動を通して幅広い人脈を形成し、地域貢献ができる
よう鋭意努力してまいります。
　ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

大　谷　健　太
たに けん たおお

A型
株式会社西米商事　不動産営業
宅地建物取引業
〒683-0008 鳥取県米子市車尾南1丁目15番54号
TEL ： 0859-33-8855　FAX ： 0859-33-8872
（KT）090-2546-4334
（EM）ootani@seibei.co.jp
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R05.08（R05年度）入会
（推薦者）土岐（哲）
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〈
新

入

会

員
〉

（
敬
愛
委
員
会
）

　令和５年９月１日（金）米子市公会堂にて９月役員会が開催
されました。
　議題は以下の通りです。
●８月・９月例会開催の件、令和５年度青経連（10月例会）開催
の件
●50周年事業実行委員会の件
●会員拡大について

10月役員会報告

8 月例会開催 納涼懇親会

9 月 例会開催 AI革命と中小企業のビジネスの未来

（記事：鈴木）

8月例会を終えて
　会員の皆様、8月例会ご参加いただきありがとうございました。この度の
例会は担当が専務理事、副会長、委員長で会員の皆様をおもてなしする時
間となりました。例年のことながら、7月・8月は、とても多くの事業がある
中で担当役員の皆様には準備から片付けまで一丸となって中央会らしい
例会を作っていただきました。例会中は会員みんなで飲食を共にし、懇親
を深めることが出来、まさに今期のスローガン『敬愛』を会全体で体現でき
たと感じました。今回の例会で、更に団結力が高まり49期を盛り上げてい
く力になったと実感しています。
　ご参加くださった会員の皆様、本当にありがとうございました。

敬愛委員会　委員長　徳中太慈（大連　代表）

（記事：松田）

敬愛委員会　委員長　徳中太慈（大連　代表）

9月例会を終えて
　9月例会はセミオープン例会として、当会会員のほか入会検討者様、会員企業様、近隣の青年経済団体様と多数の方にご参加頂き、誠にありがとうござ
いました。
　今回、「AI（人工知能）」と「中小企業のビジネス」をテーマに例会を開催させていただきました。連日メディアで取り上げられているようにAIは急速に私
達の生活やビジネスに浸透してきていますが、なかなかAIについてよく分からない、どのように導入していけばいいのか、どのように付き合っていけばい
いのかと悩んでおられる方もやはり多いのではないのかと思います。本例会を通して、参加された方のAIに対する抵抗感のハードルを下げ、これからの自
身の仕事やビジネスへのAI活用を考える一助になったのではないかと思います。
　AIをはじめとした新しい技術は社会や未来を変える力があります。若手経済人らしく、物事の本質を大事にしつつも時代の変化を恐れず、これからも
新しい技術と向き合っていけるようになっていけたらと思います。 政治・ビジネス委員会　委員長　小坂泰彦（有限会社はなや　取締役）

金山会員 栄和電気工事㈲ 代表取締役就任報告金山会員 栄和電気工事㈲ 代表取締役就任報告

美保テクノス新社屋美保テクノス新社屋美保テクノス新社屋美保テクノス新社屋

　令和５年10月2日（月）米子市公会堂にて10月役員会が開催
されました。
　議題は以下の通りです。
●令和５年度青経連（10月例会）、11月例会開催の件
●50周年事業実行委員会の件
●会員拡大について

　この度、代表取締役に就任しました金山勝です。当社は私の父が起業し、米子市を中心にいわゆる箱物の電気工事を主体とし
て、創業45年目になります。ご存じのように、昨今の資材高騰など厳しい状況が続いており、業界においても働き方改革やDX化
など様々な変革があります。時流にあった経営を目指し、確かな技術をもって社会に貢献していきたいと思っておりますので、末
永くご愛顧を賜りますよう、どうぞよろしくお願い致します。

　６月30日に弊社新社屋が完成いたしました。
　新社屋は米子のランドマークとなり、米子市との防災協定、県内初のZEB Readyの認証、BIMの
活用など先端技術を駆使した高機能なビルとなっております。
　新社屋は執務スペースが広く、余計なストレスを感じることがなく業務を遂行できるようになって
います。また、「還りたくなる本社」として現場社員への想いも込められています。
　晴れた日には、5階リフレッシュルームにて大山を望みながらランチをすることも可能で、社員一人
ひとりのウェルビーイング向上が図られた社屋となっております。
　なかなか執務室には入室することは叶いませんが、近くまで来られた際は、ぜひお気軽にお立ち寄り
下さい。

中央会発信委員会　副会長　谷村祐也（美保テクノス株式会社　営業部 主任）

総務委員会　金山 勝（栄和電気工事有限会社　代表取締役）

美保テクノス新社屋に行ってきました

美保テクノス新社屋完成して

　当会谷村副会長が所属される美保テクノス株式会社様の新社屋が６月30日に完成されたという
ことで、７月１日に中村会長を筆頭に会社見学にお邪魔して参りました！そこでこの度は谷村副会
長より新社屋に移られての感想を伺いましたので皆様にリポートいたします！

（記事：大江）

会員拡大会議経過報告会員拡大会議経過報告
中央会発信委員会　長津陽兵（大樹生命保険株式会社　営業部長）

　令和5年8月18日、米子市観光センターにおいて、第49期鳥取県西部中小
企業青年中央会8月例会が執り行われました。冒頭、中村友紀会長より「本来
は経済団体として難しい事を喋らないといけないと思いますが、本日は難し
い事は無しにして、コロナ禍で開催が難しかった久々の納涼例会を楽しみま
しょう。」と挨拶いただいた後、８月入会となった大谷会員へのバッジ授与が
行われました。そして中村会長の乾杯の発声と共に例会がスタートしました。
　続いて全日本トライアスロン皆生大会の振り返りムービーの上映後、出場
された石田倫章会員、鈴木聖也会員、運営側の景山慎也実行委員長、松田順
次ボランティア部長、住真介マラソン部長、長谷川恵一AS副部長から振り返
りと感想をいただきました。一般ボランティアが例年より少ない人数でした
が、それぞれが工夫し役割を全うした結果、無事に大会を終えることが出来
たと思います。
　続いてアトラクションとして、今期のテーマである「敬愛」の観点から会員同
士をより深く知っていただくための中央会会員クイズが行われました。会員の
意外な一面を知ることができ、大変盛り上がるアトラクションとなりました。

　最後に委員会タイムと
して各委員会から方針説
明が行われ、テーマや目
標・役割担当など、船出に
勢いをつける発表となり
ました。



9月例 会に参加してみて9月例会に参加してみて

松江水郷祭に参加してみて松江水郷祭に参加してみて

委員長・副委員長交流会開催委員長・副委員長交流会開催

松江水郷祭202 3松江水郷祭202 3

（記事：藤原）

　例会後、国際プラザファミリープラザのバンケット＆ウェディング 
シュシュにて、例会と同様に入会検討者、他の経済団体会員、会員企
業社員の方にも参加いただける懇親会が行われました。
　しっかりと交流していただきたいという思いから立食形式で行われ
た会場では、入会検討者と会員だけではなく、他の経済団体の方や入
会検討者同士での名刺交換が行われ、「地域の繋がりを手助けする場」
を提供出来たのではないかと思います。このコロナ禍で開催が難し
かった事業ができることに、改めて開催する大切さを実感できたので
はないでしょうか。
　中盤には、当会の歴史や取組みを知っていただくためのVTRをご覧
いただき、入会検討者の方にインタビューを行いました。貴重なご意
見、ご感想を今後のオープン例会・懇親会に活かせるようにしていき
たいと思います。
　中村会長の挨拶から始まった賑やかな交流の場は、高井直前会長
の中締めでの掛け声の元、最後まで笑顔で帰っていただくことが出来
ました。

　9月例会は私自身初めて経験したセミオープン例会ということで、い
つもより多い人数、いつもと異なる出席者の中、いつもより畏まった雰
囲気で少し緊張していました。委員長タイムでは45周年を記念して作成
された記念映像も流され、対内的に50周年に向けて気持ちを高めると
ともに、対外的に当会のことを深く知っていただけたと思います。
　講演では、私自身AIと縁遠い世界にいると思っていましたがそれが
AI効果であり、実際にはAIは身近に存在していること、私が行っている
法律業務においても業務の効率化に大変役立つものであることなど多
くのことをわかりやすく教えていただき、AIをより活用して業務をこな
していきたいと感じましたし、AIのことをより知っていきたいと思える
良い機会になりました。

　皆さまはじめまして、私は株式会社島津組不動産事業部の松﨑と申
します。講演会では古川渉一講師が、巷を席巻するChatGPTについ
て、素人にもわかりやすく、楽しくお話しをされました。なかでも、AIと
の向き合い方について、「正直におもったことをそのまま伝えたらよ
い」、「（人間の部下とちがって）いやな顔ひとつせず、期待に応えつづ
けてくれる」のくだりでは会場の雰囲気も和んでいたようです。氏が好
きだという歴史的視点からの考察や、かみ砕いた例えをつかったお話
しはテンポよく時間がたつのもあっという間。当日の講演内容はもと
より、会員の皆様のキビキビとした会場運営・進行も非常に印象がよ
く、有意義な時間をすごせたことに感謝して帰路につかせていただき
ました。感謝。

　8月5日(土)、6日(日)に政治・ビジネス委員会と中央会発信委員会が
松江水郷祭にて屋台の出店をされたため、取材に伺いました！
　両日とも厳しい日差しの中、お互い協力しながら出店の準備から販売、
片付けまで頑張っておられる姿がありました。その中で特に印象に残った
事が、日陰がまったくない出店屋台の前で、高井直前会長、奥森参与、
足立県出向監事による巧みな集客が行われていた事です。そのお陰もあ
り、計画数よりも多くの販売が出来たため、食材、資材を追加する場面も。
両委員会の頑張りは、沢山のお客様を笑顔にしており、委員会の垣根を
越えた協力は中央会の絆の強さを見ることができました。会員の笑顔か
らも最高に楽しい時間を過ごされているようでした。

　令和５年９月９日（土）に倉吉文化体育館を会場として、県事業である「委員長・副委
員長交流会」が開催されました。三徳山三佛寺投入堂の参拝登山予定でしたが、あいに
くの天候であったため本会場にて「スポーツクライミング」を通した交流となりました。
　中部の管埜県会長のご挨拶、県役員のご挨拶、各地区の委員長・副委員長からの抱
負を発表後、早速クライミング開始となりました。初めにクライミングのルールやマナー
の説明、その後クライミングの実演をして頂きました。講師の方があまりにも軽々と登
るため、私でも簡単にできるのではないかという錯覚に陥りました。が、いざ実践してみ
ると足も手も動かない、やっているうちに筋肉痛が襲ってくるという事態になりました。
　最後に各地区から数名が集まったチーム戦が行われ、難度の高いルート(通称レモ
ン)に挑戦し、大変盛りあがりました。その後、グループディスカッションを経て閉会とな
りました。和気あいあいとした空気の中、地区を越えた交流が行われ有意義な１日とな
りました。

　若くから起業し仕事一辺倒だった私は精力的に仕事に取組み、休むことなくア
ドレナリン全開で進んでいました。好奇心がとても強く、新しい分野にもアクショ
ンし続け、今日まで走ってきましたが、大切なものが出来るにつれそのスタンスが
変化してきました。若い頃の私はかなり鈍感で気付きませんでしたが、今振り返る
とかなりオーバーフローしていたと思います。
　係る事業や人、物事が増え続けるなか愛する人と結婚しました。仏のように優し
い妻は今も昔も私のことをとても理解し、応援し続けてくれています。時々、苦言
やアドバイスもしてくれます。家族として今大切にすること、自分を大切にすること
などを教えてくれました。
　自分の分身のような長男が生まれ、休みをとる習慣が出来ました。心優しいユ
ニークな次男も生まれ、現場を離れました。彼らは私と妻に笑顔とパワーを与えて
くれます。
　10年前にはなかった私のかけがえのない宝物は家族です。

株式会社　島津組　松﨑修志様 中央会発信委員会　小原武史（弁護士法人アザレア法律事務所）

中央会発信委員会　副委員長　清水伸也（清水行政書士事務所　代表）

中央会発信委員会　県出向理事　高岩雄一
（有限会社いけまつ環境　代表取締役）私 が 敬 愛 す るも の

副委員長抱負副委員長抱負

政治・ビジネス委員会　本池真一郎（米子瓦斯株式会社）
（記事：藤原）

50周年企画委員会　副委員長　川口慎司（株式会社葬仙）
　第49期 50周年企画委員会の副委員長を務めさせていただきます川口慎司です。
　安藤委員長の掲げられた委員会テーマ「挑夢（いどむ）」のもと、安藤委員長を支えつつ委員会メンバーと共に50周年事業を盛り
上げていけたらと考えております。周年事業未経験で右も左もわからないですが中央会の歴史を学び、未来へ繋げる役割を担って
いけたらと思っています。50周年というプレッシャーもありますが楽しみながら活動に励みたいと思います。委員会メンバーはベテ
ランが多く委員会メンバーに迷惑をかけないように精一杯やっていく所存です。皆様にもご協力していただくことが多々あります
が、皆様で楽しみながら50周年事業をやっていきましょう！！

総務委員会　副委員長　藤原直之（有限会社サンワ　常務取締役）
　第49期 総務委員会の副委員長を務めさせていただく藤原直之と申します。
　大江委員長が掲げられた委員会テーマは「人に尽くす」です。「人」とは他人だけではなく自分も含めて「人」という意味がありま
す。会員全員が仕事や家庭、中央会活動等、繁忙期があると思います。そんな時、「ツライ」「助けて」と言い合える委員会にしたい。声
が上がった時には率先して助けてあげて欲しい。そして助けてもらった人は誰かを助けて欲しい。この様にお互いが支え合える委員
会を目指しています。
　中村会長から「総務委員会は中央会の屋台骨である」とお言葉をいただいたことに繋がる委員会テーマであり、中央会の土台と
して、委員会メンバーを支えられるよう精一杯やりきる所存です。皆様よろしくお願い致します。

政治・ビジネス委員会　副委員長　児玉誠博（株式会社イーサポート　代表取締役）
　第49期 政治・ビジネス委員会の副委員長を務めさせていただきます児玉誠博です。
　経済団体に所属する会員にとって政治とビジネスは最も興味ある課題の一つかと思います。小坂委員長が掲げられたテーマ「新
時代のリーダーとは？」について委員会メンバーと共に考え、議論し楽しく学べる場を作っていきたいと思います。
　おそらく一度しか経験できないであろう副委員長という役割の意味をしっかりと自問し、委員会の為、また中央会の為、精一杯取
り組んでいきます。一年間と短い期間ではございますが、皆様どうぞよろしくお願い申し上げます。

中央会発信委員会　副委員長　清水伸也（清水行政書士事務所　代表）
　第49期 中央会発信委員会の副委員長を務めさせて頂きます清水伸也です。
　長谷川委員長の『刷新』というテーマの下、魅力的な委員会メンバーと共に1年間駆け抜け、1年後振り返った時に長谷川委員長が
やりきったと思って頂けるようサポートしていきたいと思います。
　当会のInstagramのアカウントも運用を開始しています。現役会員のみならず、OB会員や非会員の方でも次の更新を楽しみにし
て頂けるような内容を委員長や委員会メンバーと切磋琢磨しながら提供し、中央会をどんどん発信していきたいと考えています。
　微力ながら精一杯副委員長を務めて参りますので、皆様1年間どうぞよろしくお願いいたします。

敬愛委員会　副委員長　柳谷雄大（株式会社柳谷ファーム　取締役社長）
　第49期 敬愛委員会の副委員長を務めさせていただく柳谷雄大と申します。
　徳中委員長が掲げられた委員会テーマ「共に～遠くへいくならみんなで行く～」のもと、委員会メンバーと一年間共に今までと
違った新しい活動にも我武者羅に挑戦していきたいと思います。また、委員会メンバーの皆さんが毎回参加したいと思えるワクワク
した委員会になるように盛り上げていきたいです。
　至らない点が多々あると思いますが皆様ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

9月例会懇親会9月例会懇親会

　政治・ビジネス委員会の本池と申します。
　この度は、松江水郷祭の出店に参加させていた
だきました。
　当日は、真昼の準備から深夜の撤収作業と肉体
的に易しくはありませんでしたが、当会が提供した
飲食物で皆様が喜ばれている姿にやりがいを感じ
ました。
　また、お祭りをお客様以外の立場で参加したことで、多くの方の支え
があり行事が成り立っていることを実感いたしました。
　当日ご参加、ご協力いただいた皆様ありがとうございました。
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委員長・副委員長交流会開催委員長・副委員長交流会開催
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（記事：藤原）

　例会後、国際プラザファミリープラザのバンケット＆ウェディング 
シュシュにて、例会と同様に入会検討者、他の経済団体会員、会員企
業社員の方にも参加いただける懇親会が行われました。
　しっかりと交流していただきたいという思いから立食形式で行われ
た会場では、入会検討者と会員だけではなく、他の経済団体の方や入
会検討者同士での名刺交換が行われ、「地域の繋がりを手助けする場」
を提供出来たのではないかと思います。このコロナ禍で開催が難し
かった事業ができることに、改めて開催する大切さを実感できたので
はないでしょうか。
　中盤には、当会の歴史や取組みを知っていただくためのVTRをご覧
いただき、入会検討者の方にインタビューを行いました。貴重なご意
見、ご感想を今後のオープン例会・懇親会に活かせるようにしていき
たいと思います。
　中村会長の挨拶から始まった賑やかな交流の場は、高井直前会長
の中締めでの掛け声の元、最後まで笑顔で帰っていただくことが出来
ました。

　9月例会は私自身初めて経験したセミオープン例会ということで、い
つもより多い人数、いつもと異なる出席者の中、いつもより畏まった雰
囲気で少し緊張していました。委員長タイムでは45周年を記念して作成
された記念映像も流され、対内的に50周年に向けて気持ちを高めると
ともに、対外的に当会のことを深く知っていただけたと思います。
　講演では、私自身AIと縁遠い世界にいると思っていましたがそれが
AI効果であり、実際にはAIは身近に存在していること、私が行っている
法律業務においても業務の効率化に大変役立つものであることなど多
くのことをわかりやすく教えていただき、AIをより活用して業務をこな
していきたいと感じましたし、AIのことをより知っていきたいと思える
良い機会になりました。

　皆さまはじめまして、私は株式会社島津組不動産事業部の松﨑と申
します。講演会では古川渉一講師が、巷を席巻するChatGPTについ
て、素人にもわかりやすく、楽しくお話しをされました。なかでも、AIと
の向き合い方について、「正直におもったことをそのまま伝えたらよ
い」、「（人間の部下とちがって）いやな顔ひとつせず、期待に応えつづ
けてくれる」のくだりでは会場の雰囲気も和んでいたようです。氏が好
きだという歴史的視点からの考察や、かみ砕いた例えをつかったお話
しはテンポよく時間がたつのもあっという間。当日の講演内容はもと
より、会員の皆様のキビキビとした会場運営・進行も非常に印象がよ
く、有意義な時間をすごせたことに感謝して帰路につかせていただき
ました。感謝。

　8月5日(土)、6日(日)に政治・ビジネス委員会と中央会発信委員会が
松江水郷祭にて屋台の出店をされたため、取材に伺いました！
　両日とも厳しい日差しの中、お互い協力しながら出店の準備から販売、
片付けまで頑張っておられる姿がありました。その中で特に印象に残った
事が、日陰がまったくない出店屋台の前で、高井直前会長、奥森参与、
足立県出向監事による巧みな集客が行われていた事です。そのお陰もあ
り、計画数よりも多くの販売が出来たため、食材、資材を追加する場面も。
両委員会の頑張りは、沢山のお客様を笑顔にしており、委員会の垣根を
越えた協力は中央会の絆の強さを見ることができました。会員の笑顔か
らも最高に楽しい時間を過ごされているようでした。
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の説明、その後クライミングの実演をして頂きました。講師の方があまりにも軽々と登
るため、私でも簡単にできるのではないかという錯覚に陥りました。が、いざ実践してみ
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　最後に各地区から数名が集まったチーム戦が行われ、難度の高いルート(通称レモ
ン)に挑戦し、大変盛りあがりました。その後、グループディスカッションを経て閉会とな
りました。和気あいあいとした空気の中、地区を越えた交流が行われ有意義な１日とな
りました。

　若くから起業し仕事一辺倒だった私は精力的に仕事に取組み、休むことなくア
ドレナリン全開で進んでいました。好奇心がとても強く、新しい分野にもアクショ
ンし続け、今日まで走ってきましたが、大切なものが出来るにつれそのスタンスが
変化してきました。若い頃の私はかなり鈍感で気付きませんでしたが、今振り返る
とかなりオーバーフローしていたと思います。
　係る事業や人、物事が増え続けるなか愛する人と結婚しました。仏のように優し
い妻は今も昔も私のことをとても理解し、応援し続けてくれています。時々、苦言
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　安藤委員長の掲げられた委員会テーマ「挑夢（いどむ）」のもと、安藤委員長を支えつつ委員会メンバーと共に50周年事業を盛り
上げていけたらと考えております。周年事業未経験で右も左もわからないですが中央会の歴史を学び、未来へ繋げる役割を担って
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ランが多く委員会メンバーに迷惑をかけないように精一杯やっていく所存です。皆様にもご協力していただくことが多々あります
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　大江委員長が掲げられた委員会テーマは「人に尽くす」です。「人」とは他人だけではなく自分も含めて「人」という意味がありま
す。会員全員が仕事や家庭、中央会活動等、繁忙期があると思います。そんな時、「ツライ」「助けて」と言い合える委員会にしたい。声
が上がった時には率先して助けてあげて欲しい。そして助けてもらった人は誰かを助けて欲しい。この様にお互いが支え合える委員
会を目指しています。
　中村会長から「総務委員会は中央会の屋台骨である」とお言葉をいただいたことに繋がる委員会テーマであり、中央会の土台と
して、委員会メンバーを支えられるよう精一杯やりきる所存です。皆様よろしくお願い致します。

政治・ビジネス委員会　副委員長　児玉誠博（株式会社イーサポート　代表取締役）
　第49期 政治・ビジネス委員会の副委員長を務めさせていただきます児玉誠博です。
　経済団体に所属する会員にとって政治とビジネスは最も興味ある課題の一つかと思います。小坂委員長が掲げられたテーマ「新
時代のリーダーとは？」について委員会メンバーと共に考え、議論し楽しく学べる場を作っていきたいと思います。
　おそらく一度しか経験できないであろう副委員長という役割の意味をしっかりと自問し、委員会の為、また中央会の為、精一杯取
り組んでいきます。一年間と短い期間ではございますが、皆様どうぞよろしくお願い申し上げます。
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　長谷川委員長の『刷新』というテーマの下、魅力的な委員会メンバーと共に1年間駆け抜け、1年後振り返った時に長谷川委員長が
やりきったと思って頂けるようサポートしていきたいと思います。
　当会のInstagramのアカウントも運用を開始しています。現役会員のみならず、OB会員や非会員の方でも次の更新を楽しみにし
て頂けるような内容を委員長や委員会メンバーと切磋琢磨しながら提供し、中央会をどんどん発信していきたいと考えています。
　微力ながら精一杯副委員長を務めて参りますので、皆様1年間どうぞよろしくお願いいたします。

敬愛委員会　副委員長　柳谷雄大（株式会社柳谷ファーム　取締役社長）
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　徳中委員長が掲げられた委員会テーマ「共に～遠くへいくならみんなで行く～」のもと、委員会メンバーと一年間共に今までと
違った新しい活動にも我武者羅に挑戦していきたいと思います。また、委員会メンバーの皆さんが毎回参加したいと思えるワクワク
した委員会になるように盛り上げていきたいです。
　至らない点が多々あると思いますが皆様ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。
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　政治・ビジネス委員会の本池と申します。
　この度は、松江水郷祭の出店に参加させていた
だきました。
　当日は、真昼の準備から深夜の撤収作業と肉体
的に易しくはありませんでしたが、当会が提供した
飲食物で皆様が喜ばれている姿にやりがいを感じ
ました。
　また、お祭りをお客様以外の立場で参加したことで、多くの方の支え
があり行事が成り立っていることを実感いたしました。
　当日ご参加、ご協力いただいた皆様ありがとうございました。
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　令和5年9月15日、米
子市文化ホールにおい
て、第49期鳥取県西部
中小企業青年中央会9
月例会が執り行われま
した。今回の例会は、セ
ミオープン例会として開
催され、会員企業の方や他の青年経済団体の会員の方にも参加いただき、総
勢約100名の参加で例会が開催されました。冒頭、中村友紀会長より、日ご
ろの中央会活動へのご理解と感謝の言葉があり、また、50周年企画委員会
の安藤委員長が中央会活動について映像で紹介されました。
9月例会は、講師に株式会社デジタルレシピの取締役CTOの古川渉一氏を

お招きし、「AI革命と中小企業のビジネ
スの未来」というテーマでご講演いた
だき、その後のパネルディスカッション
でより理解を深めました。ChatGPTが
なぜ盛り上がっているか、AIとどのよう
に向き合っていくか、中小企業のビジ
ネスをどう変えていくかなど非常にわかりやすく説明していただきました。
また、講演の後にパネルディスカッションでも多くの会員がAIについて難し
く考えていたのですが、実際にはすでに生活の多くの機能の一部にAI技術
が組み込まれていて、無意識に使っているのだと思いました。ビジネスにおい
ても、AI技術で任せることができることはうまく活用していくことが発展に
つながると感じました。

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん
　49期は各委員会より1名づつ会員拡大担当を選出し
ていただき進めております。第一回会員拡大会議は、中
村会長、山内専務理事にもお越し頂き、過去に取り組
んだことのないポイント制や中村会長が非常に重要視
しておられるオープン例会の在り方など、今期の進め方
や今後の当会の継続、発展に会員拡大が必要不可欠で

あることを再認識する活発な議論となりました。今期は委員会の垣根を
超えてスプレッドシートで進捗状況を共有し、訪問先や訪問日などをよ
り分かりやすくし会員同士が声を掛け合い能動的に活動しています。
OB会員の皆様、地域の企業の皆様、ご家族の方々のご理解ご協力あっ
ての会員拡大だと感じております。引き続きよろしくお願い致します。

　第48期4月入会、大樹生命の長津陽兵と申します。
今年の4月、妻の出産を控えた中での入会となり、委
員会やイベント事等参加できないことも多く、皆様に
はご迷惑をかけてしまいました。そんな中、皆様のご
協力のおかげもあり、3500g超の元気な長女が誕生
しました。

　また突然の報告となりますが、異動のため半年での退会となること
になり、またもやご迷惑をお掛けしてしまいますが、西部青年中央会の
益々のご発展・ご活躍を微力ながら祈念しております。
　私の後任者も入会予定ですので、弊社、後任者とも変わらぬご愛顧
を賜りますよう是非とも宜しくお願いいたします！

　９月中旬までは真夏日の日数を全国で更新するほど暑すぎる
夏で、今記事を書いている９月末でようやく涼しくなってきた
なと感じます。暑い夏は終わろうとしていますが、当会50周年事
業に向けて熱い期にしていきたいと思います。

（総務委員会：鈴木）

編集後記

9月役員会報告

 〈 コメント 〉  この度入会させていただきました大谷健太と申します。
　仕事は不動産営業をしております。
　中央会での活動を通して幅広い人脈を形成し、地域貢献ができる
よう鋭意努力してまいります。
　ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

大　谷　健　太
たに けん たおお

A型
株式会社西米商事　不動産営業
宅地建物取引業
〒683-0008 鳥取県米子市車尾南1丁目15番54号
TEL ： 0859-33-8855　FAX ： 0859-33-8872

R05.08（R05年度）入会
（推薦者）土岐（哲）
　　　　小坂（泰）
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新

入

会
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　令和５年９月１日（金）米子市公会堂にて９月役員会が開催
されました。
　議題は以下の通りです。
●８月・９月例会開催の件、令和５年度青経連（10月例会）開催
の件
●50周年事業実行委員会の件
●会員拡大について

10月役員会報告

8 月例会開催 納涼懇親会

9 月 例会開催 AI革命と中小企業のビジネスの未来

（記事：鈴木）

8月例会を終えて
　会員の皆様、8月例会ご参加いただきありがとうございました。この度の
例会は担当が専務理事、副会長、委員長で会員の皆様をおもてなしする時
間となりました。例年のことながら、7月・8月は、とても多くの事業がある
中で担当役員の皆様には準備から片付けまで一丸となって中央会らしい
例会を作っていただきました。例会中は会員みんなで飲食を共にし、懇親
を深めることが出来、まさに今期のスローガン『敬愛』を会全体で体現でき
たと感じました。今回の例会で、更に団結力が高まり49期を盛り上げてい
く力になったと実感しています。
　ご参加くださった会員の皆様、本当にありがとうございました。

敬愛委員会　委員長　徳中太慈（大連　代表）

（記事：松田）

敬愛委員会　委員長　徳中太慈（大連　代表）

9月例会を終えて
　9月例会はセミオープン例会として、当会会員のほか入会検討者様、会員企業様、近隣の青年経済団体様と多数の方にご参加頂き、誠にありがとうござ
いました。
　今回、「AI（人工知能）」と「中小企業のビジネス」をテーマに例会を開催させていただきました。連日メディアで取り上げられているようにAIは急速に私
達の生活やビジネスに浸透してきていますが、なかなかAIについてよく分からない、どのように導入していけばいいのか、どのように付き合っていけばい
いのかと悩んでおられる方もやはり多いのではないのかと思います。本例会を通して、参加された方のAIに対する抵抗感のハードルを下げ、これからの自
身の仕事やビジネスへのAI活用を考える一助になったのではないかと思います。
　AIをはじめとした新しい技術は社会や未来を変える力があります。若手経済人らしく、物事の本質を大事にしつつも時代の変化を恐れず、これからも
新しい技術と向き合っていけるようになっていけたらと思います。 政治・ビジネス委員会　委員長　小坂泰彦（有限会社はなや　取締役）

金山会員 栄和電気工事㈲ 代表取締役就任報告金山会員 栄和電気工事㈲ 代表取締役就任報告

美保テクノス新社屋美保テクノス新社屋美保テクノス新社屋美保テクノス新社屋

　令和５年10月2日（月）米子市公会堂にて10月役員会が開催
されました。
　議題は以下の通りです。
●令和５年度青経連（10月例会）、11月例会開催の件
●50周年事業実行委員会の件
●会員拡大について

　この度、代表取締役に就任しました金山勝です。当社は私の父が起業し、米子市を中心にいわゆる箱物の電気工事を主体とし
て、創業45年目になります。ご存じのように、昨今の資材高騰など厳しい状況が続いており、業界においても働き方改革やDX化
など様々な変革があります。時流にあった経営を目指し、確かな技術をもって社会に貢献していきたいと思っておりますので、末
永くご愛顧を賜りますよう、どうぞよろしくお願い致します。

　６月30日に弊社新社屋が完成いたしました。
　新社屋は米子のランドマークとなり、米子市との防災協定、県内初のZEB Readyの認証、BIMの
活用など先端技術を駆使した高機能なビルとなっております。
　新社屋は執務スペースが広く、余計なストレスを感じることがなく業務を遂行できるようになって
います。また、「還りたくなる本社」として現場社員への想いも込められています。
　晴れた日には、5階リフレッシュルームにて大山を望みながらランチをすることも可能で、社員一人
ひとりのウェルビーイング向上が図られた社屋となっております。
　なかなか執務室には入室することは叶いませんが、近くまで来られた際は、ぜひお気軽にお立ち寄り
下さい。

中央会発信委員会　副会長　谷村祐也（美保テクノス株式会社　営業部 主任）

総務委員会　金山 勝（栄和電気工事有限会社　代表取締役）

美保テクノス新社屋に行ってきました

美保テクノス新社屋完成して

　当会谷村副会長が所属される美保テクノス株式会社様の新社屋が６月30日に完成されたという
ことで、７月１日に中村会長を筆頭に会社見学にお邪魔して参りました！そこでこの度は谷村副会
長より新社屋に移られての感想を伺いましたので皆様にリポートいたします！

（記事：大江）

会員拡大会議経過報告会員拡大会議経過報告
中央会発信委員会　長津陽兵（大樹生命保険株式会社　営業部長）

　令和5年8月18日、米子市観光センターにおいて、第49期鳥取県西部中小
企業青年中央会8月例会が執り行われました。冒頭、中村友紀会長より「本来
は経済団体として難しい事を喋らないといけないと思いますが、本日は難し
い事は無しにして、コロナ禍で開催が難しかった久々の納涼例会を楽しみま
しょう。」と挨拶いただいた後、８月入会となった大谷会員へのバッジ授与が
行われました。そして中村会長の乾杯の発声と共に例会がスタートしました。
続いて全日本トライアスロン皆生大会の振り返りムービーの上映後、出場

された石田倫章会員、鈴木聖也会員、運営側の景山慎也実行委員長、松田順
次ボランティア部長、住真介マラソン部長、長谷川恵一AS副部長から振り返
りと感想をいただきました。一般ボランティアが例年より少ない人数でした
が、それぞれが工夫し役割を全うした結果、無事に大会を終えることが出来
たと思います。
　続いてアトラクションとして、今期のテーマである「敬愛」の観点から会員同
士をより深く知っていただくための中央会会員クイズが行われました。会員の
意外な一面を知ることができ、大変盛り上がるアトラクションとなりました。

最後に委員会タイムと
して各委員会から方針説
明が行われ、テーマや目
標・役割担当など、船出に
勢いをつける発表となり
ました。


